
 

   
令和７年３月31日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立平塚工科高等学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月13日実施） 

総合評価（３月31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

① 科学技術教育に関す
る感性を醸成させ、幅広
い教養・技能・技術を身
に付けさせる。 
② 生徒一人ひとりに見
合った指導を工夫し、全
ての生徒が等しく学習者
として参加できる体制を
整える。 

①科学技術教育に興

味・関心を抱かせ、能

動的に授業に取り組め

るようにする。 

① 学習内容と科学技術を
結び付け、知識を自分事
として捉えさせる。ま
た、実習や課題研究、資
格取得等を通して、幅広
い多くの体験をさせる。 

① 生徒による授業評価項
「授業の中で、身についた
ことやできるようになった
ことを実感することができ
た。」や「授業で学んだこ
とをそれまでに学んだこと
と関連付けて理解すること
ができた。」が高評価であ
ったか。 

①生徒による授業評価の
回答が、第１回、第２回
ともに約80％の生徒が肯
定的な回答であった。達
成状況は良好であった。 

①次年度以降の授業評
価においても高評価と
なるよう、これまでの
改善や取組みを継続す
る。また、生徒による
ＩＣＴの活用を進化さ
せる。 

・生徒による授業評価は
数値が明示されていてわ
かりやすい。授業評価の
記述回答から課題を見つ
けてどのように対応した
か説明できるとよい。 

・多数の生徒が学習
内容と科学技術を結
び付けることができ
たと判断できる結果
であった。 
・今後は生徒自身が
ＩＣＴスキルを進化
させることが課題で
ある。 

・授業評価の記述
回答から具体的な
課題を見つけ、改
善策を検討する。 
・一人一台端末や
クラウドの利用を
促進する。 

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

① 基本的な生活習慣を
身に付けさせ、社会のル
ールを順守できる人材を
育成する。 
②支援が必要な生徒を適
切な機関につなげる支援
体制を構築する。 
③ 部活動や委員会活動
を活性化させ、責任感や
コミュニケーション能力
などの人間性を育む。 

①丁寧な指導を行い、
基本的な生活習慣を確
立する 
②効果的な支援が行え
るよう、支援体制の充
実を図る 
③生徒の課外活動への
取組を促進させる。 

①定期的な校内外指導を実
施し、社会のルールを順守
できるよう指導する 
②SC、SSW と連携し、組織
的な相談体制を確立する 
③部活動に関する情報収集
と外部への発信。部活動、
各種委員会の校内での活躍
の場を設ける。 

①校外からの苦情が「０」
であったか 
②生徒の抱える問題を
「100％」解決できたか 
③部活動の加入率50％を目
指す。各種委員会の活動
を各委員会とも３回を目
指す。 

①定期的な校内外指導を
実施することにより、校
内校外において問題行動
が減少した 
②SC、SSW と連携するこ
とで、生徒をはじめ保護
者の相談にも対応できた 
③部活動の加入率は
51.2％であった。(2025
年2月5日現在)委員会の
活動は等しく目標を達成
できてはいない。今年度
活動が継続的に行われた
委員会もある。 

①長期休業明けと定期
テスト直前に問題行動
が起こる確率が高いの
で、実施時期を検討す
る 
②保護者も相談できる
事を周知する 
③部活動加入について
は、協議会で頂いたご
意見を参考にHPでの報
告を行っている。委員
会は、生徒が主体的に
活動している委員会も
あり、今後も働きかけ
をしていく。 

・生徒には社会性を持た
せる機会を作ってもらい
たい。 
・保護者もSCに相談でき
るということを広く知ら
せてほしい。保護者が教
育相談できると学校に対
する困り感が減少すると
考えられる。 

・校内外指導により
問題行動を減少する
ことができた 
・保護者も SC と相談
することができた 
 
・在籍者数の半数以
上が部活動に加入
し、活動できた。 
・委員会は、当初の
目的とした活動を行
うことができた。 
・校外での活動に参
加する機会が持てる
と良い。 

・行事予定と照ら
し合わせ、実施時
期を検討する 
・HP 等を通じて保
護者も相談できる
体制を案内する 
 
・新入生に対する
オリエンテーショ
ンの機会を有効活
用する。入部の要
領をわかりやすく
する。 
・校外での活動等
の情報をこまめに
生徒に伝達する。 

３ 進路指導・支援 

① 生徒が主体的に進路
決定に向き合えるように
入学時から段階的に進路
指導の充実を図る。 
 
② 上級学校への進学を
見据えたキャリア教育を
実践する。 

①学校生活の様々な機

会を利用した進路指導

教育を実践する。 

 

②就業体験の機会を設

ける。上級学校・企業

等との連携を図る。 

①社会人として必要な知識
マナーを身に着けることを
目指し、進路指導教育の充
実を目指す。日ごろ生徒に
接する中で進路意識向上を
めざす。 

②２年生インターンシップ

を実施する。上級学校・企

業等からの出張授業を展

開・学校見学会を実施す

る。 

①就職内定率 100％は果た
せたか。進路未決定のまま
卒業する生徒をゼロに近づ
ける方策を果たしたか。 

 

②持続可能な、インターン

シップが実施できたか。上

級学校・企業等からの出張

授業ができたか。 

①就職希望者の内定率は
97％となった。活動を始
めていかない２名と障が
い者手帳を持つ２名が活
動中。（2/13現在） 
 
②インターンシップは、
8社22名で実施した。大
学・企業の出張授業は、
系単位で実施した。 

①成績不振者や障害の
ある生徒に外部との連
携も図り、早期の活動
を提案し、選択の幅を
持たせていく。 
 
②就業体験の意識が低
い生徒がいたので、対
応が必要である。出張
授業については、調整
を図り実施できるよう
にしたい。 

・就職試験の合格率は時
期によって違うか。指導
の内容に変化が必要にな
ると思う。 
・キャリアパスポートに
振り返りを記入すること
とで自分の身に着けた力
が確認できると思う。
小・中・高で連携ができ
るとよいと思う。 

・就職希望者の内定
率は、99％となっ
た。障がい者雇用と
して１名が活動して
いるところである。 
・キャリアパスポー
トについては、進路
ノートに転記できる
ようになっている
が、引き継がれる前
に紛失している生徒
もいる。 

・個々の身体的特
性をいち早く掌握
し、３者面談まで
には方向性を決め
ていく。 
・キャリアパスポ
ートについては、
令和のこの時代可
能であるならば、
デジタルでの個人
保管としていただ
きたい 

４ 地域等との協働 

① 工業系専門高校とし
て、ものづくり体験教室
を始め、文化祭、学校へ
行こう週間等での地域へ
の公開で開かれた学校づ
くりを進める。 
② 保護者や地域社会と
の協働により開かれた学
校づくりをめざす。 

①近隣中学校の上級校

訪問等を通し、本校の

特色の周知を図る。 

②ＰＴＡや地域との連

携を拡充し、教育活動

の推進に取り組むと共

に、ものづくりなどを

通じて地域に貢献す

る。 

①中学校訪問等を通し、各

中学校の進路指導状況の情

報を集め、本校の広報活動

に活かせるようにする。 

②ＰＴＡや地域の方と連携

した取り組みの実施とその

情報発信を広める。 

①収集した情報を分析し、

次年度の広報活動に向け

た準備ができたか。 

②連携した事業の実施状況

及びそれを踏まえた地域

連携部会等の意見を検証

する。 

①近隣中学校に講演を行
った。また、本校に来校
してもらい特色を周知し
た。 
 
②地区大会の発表・被
災時の自衛隊の炊き出
し訓練を実施した。 

①学校説明会や中学校
訪問で体験活動を増や
していく。 
 
②ＰＴＡのあり方を検
討する。地域連携の取
組を検討する。 

・中学生は工業高校に興
味があり、どのような内
容か知りたいと思ってい
る。機会をとらえて説明
をしてほしい。 
・保護者が納得できるＰ
ＴＡの在り方を検討して
ほしい。 

・本校の教育活動を
理解できている生
徒・保護者は前向き
に学校生活をとらえ
ている。 
・新しいＰＴＡ活動
について検討するこ
とができた。具体的
な運用が課題であ
る。 

・本校の授業の体
験や3年後の姿を具
体的にイメージで
きる広報活動を行
う。 
・総会の承認に向
けて資料を作成
し、保護者が納得
できる活動を提案
する。 

  



 

５ 
学校管理 
学校運営 

① 職員の働き方改革を
推進し、事故・不祥事が
起こらない職場環境を創
造する。 
② 防災意識を高め、防
災力を上げる。地域の防
災拠点としての充実を図
る。 

①不祥事防止会議を職
員主体で実施するとと
もに職員の働きやすい
職場を目指し、オフィ
ス改善を実施する。 
②実践的な防災教育を
教育課程の一環として
定着させ、地域とも連
携した防災力を向上さ
せる。 

 ①月一回の職員会議を通し
て全職員で事故防止につい
て考える。 

 ・衛生委員会を通して全職
員の意見を集約し改善に努
める。 
②平塚市災害対策課の協力
を得て、防災講演会及び訓
練体験やＤＩＧ（災害図上
訓練）の実施及び情報発信
する。 

①毎月事故防止研修を実施
できたか。また、事故・不
祥事件数をもとに検証す
る。 
・職員の意向がオフィス改
善に反映したかアンケート
等を実施し検証する。 
②防災訓練の実施状況及
び、訓練及び講演会等の参
加状況を検証する。 

①月に一度の事故防止に
関する会議を職員が主体
となり実施できた。ま
た、オフィス改善につい
ては、各職員の意見を集
約し来年度の実施に向け
て準備完了した。 
 
②８月、1 月に防災訓練
を実施し、適切な訓練が
できた。 

①職員室の移動や引っ
越し等の運営に関し職
員全体が混乱しないよ
う準備を進める。事故
防止については、職員
主体の会議を引き続き
実施し、職員が当事者
意識を持てる内容につ
いて検討を進める。 
 
②状況に応じた対応が
できるように準備す
る。 

・事故防止研修を毎月実
施していることは評価で
きる。繰り返し職員の意
識を涵養する必要があ
る。 
・防災訓練については地
域、行政と協働で取り組
んでほしい。 

・今年度不祥事ゼロ
を達成することがで
きなかった。各職員
の意識がこれまで以
上に向上させる活動
について検討するこ
とが急務である。 
・スムーズな対応が
できた。 

・これまでの不祥
事について振り返
るとともに、その
浮上氏の予防等に
ついて職員が考え
る機会を設ける等
の方法を検討す
る。 
・緊急時の対応に
向けて準備をす
る。 

 


